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政府与党の法制定の動きは，1985 年の第 12 代国会議員総選挙の時期から始まって，以降，
1986 年，民正党女性特別委員会所属議員と民政党女性室を中心に，外国の関連法を参考にし
た法案作りが進行された。「女性就業平等法（仮）」という法案は 1986 年 10 月党政協議会で
修正され，12 月に民正党主催の政策討論会が行われた。1987 年４月，臨時国会上程のための
党政協議会で経済官僚の反対により，国会上程が見送られた。しかし同年 10 月５日民正党金










































10.５ 第 137 回定期国会上程，立法提案
（金榮禎・金長淑議員他 44 人の発議）























































































労女性課長）によって指摘され，それは K労働部課長の主導（労働部 S事務官と J氏と協力）
で再作成された。この法案に基づいて政府と民正党は，党政協議会（1986 年 10 月２日），党























の引き上げ（７％から 13.6 ％），農民関連予算の 26.7 ％引き上げ，また都市勤労者及び生活





は，その間党政協議会を経て，1987 年 10 月５日，民正党金榮禎，金長淑議員他 44 人によっ
て立法提案されるようになった。同法案は 10 月 22 日，26 日の２回にわたる国会保健社会委
員会審議を経て，大統領選挙２ヵ月前である 1987 年 10 月 30 日，第 137 回定期国会で可決、
12 月４日成立されるようになった（法律第 3989 号）。
（３）法内容の決定













































































































収者」（shock absorber）として活動すると主張した。1780 年から 1860 年までのイギリス社会の分
析を通じて，国家は安定性と効率性を確保するために，労働者階級の統制を行ったが，その手段は






























¡0 1970 年生産職における女性労働者の数は 36 万人であったが，1978 年の女性労働者の数は 109 万人
へと増加した（李孝在，1998:181）。
¡1 ① 1983 年１月４日，韓国電気通信公社の女性電話交換手の定年が他の職種に比べて 12 年も早くな






















組織が合法化されて，1987 年６月労組組織率 14.7%から 1987 年 12 月末 17.3 ％へ大幅増加したが，
女性労動者の労組活動も活発になった（韓国女性労働者協議会，2001: 21-23）。
¡7 女性社会研究会が 1987 年 11月，女性有権者 300人を対象として調査した女性たちの選挙意識結果を
みると，全体 93.8%の女性が自分自身の意思の通り投票すると答えていた（東亞年鑑，1988: 202）。
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2006 年５月 10 日受理
社会統制理論からみた韓国男女雇用平等法の成立過程（朴光駿・呉英蘭）
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